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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月1日(2016.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　離間して配置された第１及び第２の導電性線路並びに第１の誘電材料を有する伝送線路
組立体と、シールドと、第２の誘電材料と、を備える電気システムであって、
　前記第１及び第２の導電性線路は、同じ第１の方向に沿って延在し、前記第１及び第２
の導電性線路のそれぞれは、対向する幅広の上側及び下側、並びに対向する狭い縁部を含
み、前記第１の導電性線路の前記幅広の下側が前記第２の導電性線路の前記幅広の上側に
面し、前記第２の導電性線路は接地に接続され、前記第１の導電性線路はいずれの接地に
も接続されず、
　前記第１の誘電材料は、第１の誘電率を有し、前記第１の導電性線路と前記第２の導電
性線路との間の空間を少なくとも部分的に満たし、
　前記シールドは、前記第１の方向に沿って延在し、いずれの接地にも接続されず、前記
伝送線路組立体を少なくとも部分的に取囲むと共に前記伝送線路組立体から離間して配置
され、
　前記第２の誘電材料は、前記第１の誘電率未満の第２の誘電率を有し、前記シールドと
前記伝送線路組立体との間の空間を少なくとも部分的に満たす、電気システム。
【請求項２】
　前記伝送線路組立体は、対向する幅広の上側及び下側、並びに対向する狭い縁部を含む
第３の導電性線路であって、前記第３の導電性線路の前記幅広の上側が前記第２の導電性
線路の前記幅広の下側に面し、前記第３の導電性線路はいずれの接地にも接続されず、前
記第１の誘電材料が、前記第３の導電性線路と前記第２の導電性線路との間の空間を少な
くとも部分的に満たす、第３の導電性線路を更に含む、請求項１に記載の電気システム。
【請求項３】
　前記伝送線路組立体は、対向する幅広の上側及び下側、並びに対向する狭い縁部を含む
第３の導電性線路であって、前記第３の導電性線路が前記第１の導電性線路に縁部方向に
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隣接し、前記第３の導電性線路の前記幅広の下側が前記第２の導電性線路の前記幅広の上
側に面し、前記第３の導電性線路はいずれの接地にも接続されず、前記第１の誘電材料が
、前記第３の導電性線路と前記第２の導電性線路との間の空間を少なくとも部分的に満た
す、第３の導電性線路を更に含む、請求項１に記載の電気システム。
【請求項４】
　前記シールドの内側に配置された損失のある第３の誘電材料を更に含み、前記第２の誘
電材料が前記損失のある第３の誘電材料と前記伝送線路組立体との間に配置される、請求
項１に記載の電気システム。
【請求項５】
　同じ第１の方向に沿って延在する離間して配置された複数の伝送線路組立体であって、
前記伝送線路組立体のそれぞれは、
　前記第１の方向に沿って延在する離間して配置された第１及び第２の導電性線路であっ
て、前記第１及び第２の導電性線路のそれぞれは、対向する幅広の上側及び下側、並びに
対向する狭い縁部を含み、前記第１の導電性線路の前記幅広の下側が前記第２の導電性線
路の前記幅広の上側に面し、前記第２の導電性線路は接地に接続され、前記第１の導電性
線路はいずれの接地にも接続されない、前記第１及び第２の導電性線路と、
　第１の誘電率を有し、前記第１の導電性線路と前記第２の導電性線路との間の空間を少
なくとも部分的に満たす第１の誘電材料と、を含む伝送線路組立体と、
　隣接する複数の伝送線路組立体から離間して配置され、前記隣接する複数の伝送線路組
立体の間に配置された非接地シールドと、
　前記第１の誘電率未満の第２の誘電率を有する第２の誘電材料であって、それぞれの非
接地シールドとそれぞれの離間して配置された伝送線路組立体との間の空間を少なくとも
部分的に満たしている第２の誘電材料と、を含む、電気システム。
【請求項６】
　前記伝送線路組立体は、対向する幅広の上側及び下側、並びに対向する狭い縁部を含む
第３の導電性線路であって、前記第３の導電性線路が前記第１の導電性線路に縁部方向に
隣接し、前記第３の導電性線路の前記幅広の下側が前記第２の導電性線路の前記幅広の上
側に面し、前記第３の導電性線路はいずれの接地にも接続されず、前記第１の誘電材料が
、前記第３の導電性線路と前記第２の導電性線路との間の空間を少なくとも部分的に満た
す、第３の導電性線路を更に含む、請求項５に記載の電気システム。
【請求項７】
　第１の幅広の側及び第１の縁部を有する導電性信号線路と、
　前記信号線路から離間して平行に配置され、第２の幅広の側及び第２の縁部を有する導
電性接地線路であって、前記信号線路の前記第１の幅広の側が前記接地線路の前記第２の
幅広の側に面する、導電性接地線路と、
　前記信号線路及び前記接地線路から離間して配置された非接地シールドと、
　前記信号線路と接地線路との間に配置された、第１の誘電率を有する第１の誘電材料と
、
　前記シールドと前記信号線路及び前記接地線路の両方との間に配置された前記第１の誘
電率未満の第２の誘電率を有する第２の誘電材料と、を含み、
　前記第１及び第２の誘電材料が、前記信号線路に沿って前記信号線路と接地線路との間
の空間に伝搬する信号の閉じ込めを改善し、前記閉じ込めが改善されることによって前記
非接地シールドからの信号の損失が低減される、電気システム。
【請求項８】
　第３の幅広の側及び縁部を有する第２の導電性信号線路を更に含み、前記第２の導電性
信号線路の前記第３の幅広の側が前記第１の導電性信号線路に対向する前記第２の導電性
接地線路に面し、前記第３の導電性信号線路はいずれの接地にも接続されず、前記第１の
誘電材料が、前記第３の導電性信号線路と前記第２の導電性接地線路との間に配置される
、請求項７に記載の電気システム。
【請求項９】
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　絶縁性ハウジングと、
　前記ハウジングに配置された請求項７に記載の電気システムであって、前記第１の導電
性信号線路が電気コネクタの接触を形成すると共に、嵌合コネクタの対応する接触と電気
的接触するように適合される前記電気システムと、を含む、電気コネクタ。
【請求項１０】
　離間して配置された第１及び第２の導電性線路並びに第１の誘電材料を有する伝送線路
組立体と、シールド組立体と、第２の誘電材料と、備える電気システムであって、
　前記第１及び第２の導電性線路は、同じ第１の方向に沿って延在し、前記第１及び第２
の導電性線路のそれぞれは、対向する幅広の上側及び下側、並びに対向する狭い縁部を含
み、前記第１の導電性線路の前記幅広の下側が前記第２の導電性線路の前記幅広の上側に
面し、前記第１の導電性線路ではなく、前記第２の導電性線路が接地に接続されるように
構成され、
　前記第１の誘電材料は、第１の誘電率を有し、前記第１の導電性線路と前記第２の導電
性線路との間の空間を少なくとも部分的に満たし、
　前記シールド組立体は、前記第１の方向に沿って延在し、前記伝送線路組立体を取囲む
と共に、
　内側の損失のある誘電層と、
　前記内側の損失のある誘電層上に配置された外側の金属層と、を含み、
　第２の誘電材料は、前記第１の誘電率未満の第２の誘電率を有し、前記シールド組立体
と前記伝送線路組立体との間の空間を少なくとも部分的に満たす、電気システム。
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